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　核小体に存在するnucleostemin（NS）が，がん幹細
胞においてもその他の幹細胞において認められた機能
を発揮し，がんの治療抵抗性に寄与している可能性を
追求してきた．本研究終了時までにその中心的なメカ
ニズムに，幹細胞や多くのがん細胞で発現が見られる
転写因子 Nanogの安定性を介している部分があるこ
とを発見していた．Nanogを発現する細胞は，分化シ
グナルに抵抗し，その結果旺盛な増殖能を有するこ
とになるため，NSはNanogを介してがんの治療抵抗
性に寄与することが示唆された．その後の片野の研究
により，NS 非存在下では，マウスES 細胞はより分化
した傾向を示すことが明らかになった．このことは，
がんの治療抵抗性と合わせて考えると，NSを高発現
するがん（例：グリオーマ）では，NSが細胞の分化傾
向と拮抗していることを示唆している．今後さらなる
学内共同研究にて，本知見をがんの治療戦略に応用
することを模索したい．
　学内グラントを柔軟に活用することを許可頂いた結
果，加えて，本テーマと直接関係がないテーマでも積
極的に研究活動を遂行することができ，本年に入って

もその成果を発表することができた．また現在でも，
これまでに得られた知見をもとに主に片野がNSの機
能についてはさらに追求しているところである．また
佐川は，独自に平成 23 年度の学内グラントに採択さ
れ，さらにユニークな，がんの治療戦略に関する研究
を展開する予定になっている．
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